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2015 年 5 月 16 日 

政治倫理審査会 会員各位 

調査請求内容について 

横須賀市議会議員 小林伸行 

 

●論点１ 

「ホームページ作成業者」と「ホームページ管理人」とは別 

 横須賀市役所のホームページ管理人は、横須賀市役所です。ホームページ作成業者が管理人

なわけではありません。同様に、「オンブズマン横須賀」の Blog の立ち上げを小林が担いましたが、

管理人ではありません。 

 「オンブズマン横須賀」の管理人である■■氏にこの話をしたところ、小林が管理人ではないこと

を政倫審の場で証言してもよいとおっしゃって下さっています。 

 なお、記事ごとの著作権と管理人とは別です。「オンブズマン横須賀」の主な投稿者は別にいます。

■■氏は管理人が中心で、記事は数えるほどしか書いていません。 

 

 

●論点２ 

もしも誹謗中傷だと思うなら、藤野議員が訴えればいい話 

 そもそも、外野の方が、藤野議員の肩をもって「代理戦争」を買って出る必要があるのでしょうか。 

 藤野議員は、「小林がオンブズマン横須賀を使って誹謗中傷している」と誤解して、管理人の■

■氏に内容証明で請求書を送っています。■■氏の許可を得て 2～4 ページに転載します。 

 つまり、藤野議員は小林に言わずに何故か■■氏に言い、無関係な外野が無関係な議会に小林

を訴えるという、二重三重のすれ違い状態にあります。 

 いずれにしても、議員同士の泥仕合に市民のための議会や無辜の市民を巻き込むべきではない。

私はそう考えます。 
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●論点３ 

藤野議員ご自身が、小林のやり方を是としていた 

 以下、藤野議員の過去の Blog 記事を一部転載します。 

 

 

 

 

 

 

 

                ～   ～   中略   ～   ～ 
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                ～   ～   後略   ～   ～ 

 

 つまり、藤野議員ご自身が次のことを是とし、ご自身でも実施しようとされていたわけです。 

 ●横須賀にオンブズマンを立ち上げること 

 ●立ち上げに際して、議員が支援すること 

 ●立ち上げ支援はしても、その後は手を引くこと 

 

 藤野議員が、上記を実践されたのか、それとも Blog に書いただけなのか、私は知りません。 

 ただし、小林は藤野議員の考え方に全く共感しますし、同じことを実践しました。ですから、今回の

調査請求者は、藤野議員ご自身のお立場を知らずに買って出たのでしょう。また、藤野議員もご自

身の考え方と同じだとは気付かずに■■氏に請求書を送ったのでしょう。 

 さらに、藤野議員ご自身が、「オンブズマンに自分のことを厳しくチェックしてほしい」と願っていらっ

しゃいます。私は、その姿勢は本当に尊敬に値すると思いますし、私もそのような謙虚さと寛容さを持

ち続けなければと考えています。 

 その意味では今回、藤野議員が■■氏に向けて、「権力者である現職議員が一般市民に対して

言論封殺を図っている」と思われかねない危険をはらむ請求書を送りつけたことについて、藤野議

員はオープンな民主主義を否定するつもりではなく、「裏で小林が糸を引いている」という誤解に基

づいて激情に駆られたあまりの失敗だと信じたい、と私は思います。 

 

 

●論点４ 

小林なら、あのような記事は書かない 

 記事には著作権があります。私は、いやしくも元々プロのライターでした。ですから、他人の著作権

に対する敬意は常に持っています。 

 「オンブズマン横須賀」に掲載されている記事について、「小林に書かされた」と言われたら書いた

方は大変遺憾に感じるでしょう。いやしくも、市民オンブズマンを自ら任じていらっしゃる方です。 

 逆に、私も「小林が書かせた」と言われることは、私の文章のスタイルや品質に合わない内容なの

で、非常に失礼な物言いだと感じています。 

 また、私自身は「代理戦争」を好みません。藤野議員が私と山城議員に対して「教育福祉常任委

員会を追い出された」と虚偽を世間にふりまいた件についても、私自身の Blog にて『仕事ぶりは尊敬

しますが、ウソは嫌いです。藤野議員』(2015 年 2 月 19 日)という記事を書いて、直接反論していま

す。 

 →http://kobayashinobuyuki.seesaa.net/article/414318308.html 

 

以上 


